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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・高橋　伸治様～・高額介護合併療養支給決定通知書が届いた為、たいよう総合
法律事務所の上野さんに連絡し本日手渡しています。

　　　　　　　　・頭痛の訴えあり、主治医に報告後ＩＦオーダーに追加で頭痛時
カロナール1Ｔ服薬の指示あり。カロナール（200）1T3回分処方なっています。
・
・高田　マキ様～昨日の準夜より左下肢の腫脹・疼痛・発赤再出現にて
  カロナール錠２００㎎3 錠 

アモキシシリンカプセル２５０ｍｇ 3Ｃ  1日3回　毎食後　4日分 
処方となります。
・中川原　義雄様～下部歯肉炎の疼痛の訴えの為、本日の朝からロキソプロフェンNa
（60）2T朝・夕/毎食後7分処方となっています。
・杉澤　恵子様～本日の朝から止血剤止めにて継続でクエン酸第一鉄Ｎａ錠５０ｍｇ 2 錠、 
1日2回　朝夕食後　5日分処方となっています。
・松谷　さと子様～スタッフ付き添いで衣服購入と青銀でお金引き落とし目的
で外出に行っています。衣服購入時、視界に入った衣服全部
買いたいと希望するため介入を要していた。また、左大腿部
外側の痛みある為、予定より早めに休みながら帰院されています。

・出河様、風穴様、中村豊様、坂本　のり子様次回も歯科受診継続
＜要注目患者様＞
・上村　みわ様～体温36.7℃、血圧は170～159台で経過。入浴は拒否なく終了しています。髪を乾かす為ドライヤー使用について「頭が剥げてくるからいらない」や水分補給についても「腹が膨らむからいらない」と拒否発言あり。スタッフの説明により後頭部側のみ乾かす事了承し、クリミール摂取していた。車椅子に5から10分程座ると腰痛を訴え自室に戻る事を催促しています。おむつ交換に対しても時間を伝えたりしています。
・中村　寿昭様～本日は環境の不満や不安感等はきかれないが昼食後、寒気・咽頭痛あり検温施行後体温37.1～36.8℃で経過しています。診察の時、自身で身体面の事をつたえると話しています。参加出来ています。
・井上　和美様～深夜帯は睡眠確保できています。起床後洗面所で洗顔時小声の独語や話しかけの多さは続いていました。日中は、余暇時自室ですごし、ホールにこられるときは、他者へ話しかけの多さみられるが自ら会話を切り上げています。午後からは洗面所で歯磨き等行っている際空笑目立っていた。他者の不満や威嚇することなくスタッフへの対応は穏やかです。精神症状観察し、他者トラブルのないよう介入していきます。
・杉澤　恵子様～血圧150台で経過しています。朝食後薬の飲む時間が遅れた事から不機嫌となり、服薬を拒みスタッフを替えて服用しています。行動も粗々しい為見守りと介入を要していた。午後から、徐々に不機嫌さ軽減するが
些細な言葉に怒ったり不機嫌さ増強し感情の起伏が目立っています。

・中村　豊様～午後の歯科受診後から頭痛を訴え作業を欠席されています。頭痛の原因を

傾聴し興奮さは落ち着くが頭痛持続にてバイタルは異常ない事を伝え臥床

を促し素直に応じています。身体面の訴え時は原因を傾聴しながら他者トラブルのない様に関わっていきます。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・高橋　伸治様～頭痛はカロナールを服用して落ち着いたとの事。風邪症状はなく頭痛だけだったと言う。精神症状面では残遺欠陥状態であるが、必要な疎通はとれている。
・高橋　義明様～体調については「いいです。」と答える。眠剤を服用すると、すぐ眠気がくるとの事。首は何もしなくても痛いと言う。臨時薬はインヴェガ錠３ｍｇ 1 錠  ビペリデン塩酸塩錠１ｍｇ 1 錠を追加し一部内容を変更して7日分処方となる。幻聴や独語は引き続きあると思われ、処方内容はインヴェガを加えてレキサルティは減量していくものとする。
・尾嵜　マリ子様～前回、ｖｄｓを変更してから眠れなくなったとの事で、処方を元に戻す事としている。カロナールは一旦終了とする。他同内容で7日分処方となる。夜間の睡眠に関して、前回診察後からエスタゾラムをニトラゼパムに変更していたが、本人の方で眠りにくくなったとの訴えがあったため、元に戻していくものとする。精神症状面では落ちついていて、精神病陽性症状などの顕在化もないと思われる。
・杉澤　恵子様～体調については「目が開いて見える様になってきました。」と答える。本日より鉄剤を処方した事の説明を受け、了解されている。表情・口調穏やかに対応されている。次回より定期薬を臨時薬として処方していくと伝えられる。
中村　寿昭様～週、ジアゼパム処方となってからは、特に変わらないとの事。父様とは、電話だとどうしても通じない所があると言う。仕事はやめる方向で考えており、ゆっくり休みたいと言う。また、父は自分の症状を理解していないとも話されている。臨時薬は、同内容で7日分、腹痛・寒気・咽頭痛ある為、葛根湯4日分処方となる。病棟内の環境で、他患者からの干渉にあうこともあって、煩わしさは感じることがあるという。仕事に関しては、辞める決意は変わりないようである。実家に帰って静養したいようだが、父親からの理解が得られないことで、今後、家族面談の機会を設けていく必要があると思われる。
・高田　マキ様～体調について問われると「解熱剤ほしいんですけど…。睡眠薬止めて下さい。」と話される。主治医より、病院から出て行かない様に説明されると無言である。眠剤を止めてほしいと何度も繰り返している。臨時薬は眠剤止めとし、他同内容で7日分処方となる。9月19日に母親同伴での外出を行ってきている。外出自体は食事や買い物をしてきて問題はなく終えているが、その翌日から、感情面での興奮が強くなり、スタッフに対して暴力的になる行動も見られていた。逸脱行為のないよう指導を受けて、その後は、独語は持続するも興奮傾向はなくなってきている。
・畑中　成夫様～スタッフの下半期の異動について気にされている。特定のスタッフの異動が気になる様子である。退院についても、姉が84歳になるので、死んでしまわないうちに一緒に暮らしたい等、話されている。
・飯豊　信雄様～体調については「いいです。」と答える。作業では、掛け算が難しかったとの事。イライラ感や幻聴について問われると笑っている。これまでもしばしば見られていたように、病棟内で何かを凝視しているように立ち止まっていることがある。病的体験がある状態であると思われるが、感情不穏は特に見られないと思われる。
・蕨　真理様～自宅退院に向けて外泊訓練中にて9/24から9/27まで外泊に行かれている
＜田名部Dr　退院支援委員会会議＞

・畑中　成夫様～体感幻覚、幻聴、妄想がある。幻聴や幻臭等に左右されず安全に日常生活を送る事ができるよう関わり、今後は、本人は自宅への退院を希望しているが施設入所方向ですすめていく。

・蕨　真理様～病識がなく、退院後は拒薬する可能性がある。症状再燃の可能性あり。デ

ポ剤は拒否している。入浴への拒否はなく、服薬の自己管理も問題なく経過している。7月上旬にケア会議行い、自宅退院に向け、サービス調整行っている段階。今後は体験利用を行い、退院前訪問指導を実施していく予定で9/17に行っているそのご自宅退院に向けて外泊訓練のため9/24から9/27迄外泊に行かれている。
・高田　マキ様～病識の欠如、妄想状態により他者と円滑な関係を築くことが難しい、また欲求制御出来ず、嗜好品等の自己管理ができない。家族は今後の受け入れ先として施設入所方向を検討するが、妄想が常に存在している状況下では受け入れ施設がない状況。母様は外出訓練に対しては協力的であるが、自宅退院に関しては難色を示している。

・高橋　義明様～夜間小声の独語が持続。服薬調整中。夜間の睡眠不安定さあり。ＡＤＬは見守りで出来ているが、執拗に同内容を伝えると易怒性となる。兄は同居するのであれば支援はしないと言い非協力的。施設入所方向であるが、服薬調整中で支援は進んでいない。

・高橋　伸治様～環境の変化により精神症状悪化の可能性はないが臥床傾向。退院後の生活場所がない状況今後親族との関係性も不良。身障者向けの施設の方向へ進めて行く。

・尾嵜　マリ子様～家族は本人の退院に対し強い不安を持っている。服薬自己管理中であるが、怠薬により症状が悪化する可能性がある。外泊時、何もせず服薬も妹が介入し服薬しており、施設入所を希望している。日中臥床傾向にあり活動低下している。家族面談にて本人は退院を希望しているが、家族は施設入所を希望している。外出泊をすすめているが、延期となっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・杉澤　恵子様～他患者様の行動や些細な事に対し干渉的な行動あり、暴言・粗暴行為が目立つ。家族は自宅へ受け入れは拒否的だが関係性は良好。歩行時ふらつき著明、転倒の危険性高い。ＡＤＬ医事と病状安定をはかり、今後は施設入所を検討していく。

・飯豊　信雄様～認知機能障害により日常生活に支障があり、ＡＤＬは一部介助要する状態。にやつきや逸脱行動がみられるが、最近はほとんどない。薬剤調整にて、精神面が落ち着き、日常生活が円滑に送る事が出来るよう関わり、施設入所に向けすすめていく。要支援１となっている。

